
栃木県立がんセンターへの看護補助業務にかかる労働者派遣業務 仕様書 

 

１ 件名 

栃木県立がんセンターへの看護補助業務にかかる労働者派遣業務 

 

２ 目的  

栃木県立がんセンターに対する労働者の派遣業務について定める。 

 

３ 派遣労働者の勤務場所 

栃木県宇都宮市陽南４丁目９番 13号 地方独立行政法人栃木県立がんセンター 

 

４ 派遣期間 

2025年 4月 1日から 2026年 3月 31日までの 1年間 

 

５ 派遣人数 

看護助手業務部署別配置人員（派遣） 別表 1のとおり 

※パートタイム（半日単位・時間単位）の混合による必要時間数配置も可とする。 

 

６ 勤務時間 

看護助手業務部署別配置人員（派遣） 別表 1のとおり 

・日勤  8：15～17：15（休憩 60分） 

・土半日 9：00～13：00（休憩なし） 

・早番  7：00～16：00（休憩 60分） 

・遅番  9：30～18：30（休憩 60分） 

・早朝  6：00～9：30（休憩なし） 

・夜間  17：30～21：00（休憩なし） 

※時間外勤務は原則行わない。ただし、やむを得ない理由により時間外労働を行う場合は、派遣労働者１人 

につき１日 4.5時間、１箇月 45時間、１年 360時間の範囲で命ずることができる。 

 

７ 勤務日 

看護助手業務部署別配置人員（派遣） 別表 1のとおり 

・毎月の勤務日はシフト表により定める。 

・休日は、年末・年始（12/29から 1/3）とする。ただし、休日が 3日以上続く場合、その期間の最低 1日以上 

は 1名を配置する。 

・土曜日の早朝勤務については、第１・第３・第５週のみとする。 

・勤務日については、病棟の状況により配置人員を変更する場合がある。 

 

８ 業務内容    

看護チームの一員として、看護の専門的判断を要しない療養生活の世話（食事、清潔、排泄、入浴、移動） 

等の療養補助に関わる周辺業務および、病室、病棟の環境整備（物品の点検、補充、交換、消毒、準備、片 

付け）等に関わる業務等を行う。また、各種業務が完了した場合、事故、緊急事態発生時には報告を行う。 

 



 

９ 代替要員の確保 

派遣元事業者は、派遣労働者が休暇、病気などの理由により業務に従事できない場合には速やかに派遣 

先事業者へ報告し、可能な限り代替要員の確保を図る。ただし、業務の継続性及び効率性を確保する観点 

から栃木県立がんセンターは代替要員の派遣を求めないことがある。 

 

10 派遣労働者の交替 

派遣労働者が勤務にあたり、業務能率が著しく低く本契約の目的を達し得ない場合、派遣先責任者は派遣 

元責任者にその理由を示し、派遣労働者の交替を要請することができる。 

派遣元事業者は、派遣元事業者の都合により派遣労働者を交替する場合には、原則として交替する日の 10 

日前までにその旨を事前に栃木県立がんセンターに通知するとともに、後任派遣労働者に数日間の事務引 

継ぎを行い、以後の業務に支障がないような措置を講ずる。なお、この場合の費用負担は、派遣元事業者の 

負担とする。 

 

11 服務規程の遵守 

派遣元事業者は、「派遣社員規程」を定め、派遣労働者に遵守させるものとする。また、派遣先責任者へ「派 

遣社員規程」を１部提出する。 

 

12 責任者の配置 

① 派遣元責任者（派遣元事業者が指定する者） 

② 派遣先責任者（看護部長の職にある者） 

③ 派遣先指揮命令者（副看護部長の職にある者） 

④ 派遣元苦情処理責任者（派遣元事業者が指定する者） 

⑤ 派遣先苦情処理責任者（事務局総務課長の職位にある者） 

 

13 安全及び衛生 

派遣先責任者は、勤務上の安全・衛生に細心の注意を払うものとする。 

派遣労働者に対する労働安全衛生法で規定された健康診断については派遣元事業者が行うものとする。 

 

14 社会・労働保険加入の通知 

派遣事業者は、社会・労働保険に加入の必要がある派遣労働者を派遣する場合には、派遣労働者の同保 

険の加入状況を栃木県立がんセンターに通知する。 

 

15 派遣料の支払い等 

① 派遣料金の計算方法は、各派遣労働者１時間当たりの単価に当該月の実総労働時間数を乗じて得た額

の総額(1円未満四捨五入)に、消費税率を乗じて算出した額（1円未満切り捨て）とする。 

② 派遣料金には、通勤手当、労働保険及び社会保険、諸経費を含むものとする。 

③ 毎月の派遣料金の締め切りは月末とし、派遣元は請求書にその月１日から月末までの勤務実績が分かる

資料（タイムカード等）を添えて提出する。 

④ 派遣料金は、請求書の提出があった日より 30日以内に派遣元の指定する銀行口座等へ振込む方法に

より支払う。 

 



 

16 守秘義務の遵守 

派遣元及びその派遣労働者は、本契約業務の遂行において知り得た秘密及び個人情報を漏えいしてはな 

らない。本契約期間終了後も同様とする。 

派遣元及びにその派遣労働者は、業務上知り得た個人情報について、別に定める「個人情報取扱特記事 

項」により取扱うものとする。また、派遣元はその派遣労働者（その職を退いた後も含む。）が本契約業務の遂 

行において知り得た秘密及び個人情報を漏えいしないよう、派遣労働者に対し周知及び遵守状況の監督そ 

の他必要な監督を行うこととする。 

 

17 その他 

① 派遣労働者の勤務管理に要する物品、各種報告書、被服、名札、マスク、その他の執務環境向上のために

必要な物品については派遣元事業者にて用意する。 

② 業務に使用する被服については氏名入りの名札を付した制服を着用する。 

③ 派遣元事業主は、業務完了月の翌月 5日以内に看護助手業務完了報告書を派遣先事業者へ提出する。 

④ 毎月のシフト表は派遣元事業者が作成し、前月 25日までに派遣先事業者へ提出する。 

⑤ 派遣元事業主は、看護助手が患者の身体・財物に関わる事故を起こした場合に備え、賠償責任保険に加

入する。 

⑥ 派遣元事業主は看護助手に対して、接遇等に関する研修を受託後速やかに年 1回以上実施し、実施状

況（実施日・内容・参加者等）を栃木県立がんセンターに報告すること。また、栃木県立がんセンターが実施

する感染・医療安全等の勉強会には、毎年全員が参加するよう努めること。 

⑦ 派遣元事業主は看護助手に対して、個人情報保護に関する研修を受託後速やかに年 1回以上実施し、

実施状況（実施日・内容・参加者等）を栃木県立がんセンターに報告すること。 

⑧ 派遣元事業主は、看護助手が体調不良などで病院受診した場合は、診察結果を総務担当者へ報告する。 

⑨ 本仕様書に定めのない事項に関しては別途協議の上決定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表１

配置人数 配置時間数 配置人数 配置時間数 配置人数 配置時間数 配置人数 配置時間数

日勤 8：15～17：15 1人 8時間 - - - - - -

半日 9：00～13：00 - - 1人 4時間 - - - -

早番 7：00～16：00 2人 16時間 1人 8時間 1人 8時間 1人 8時間

遅番 9：30～18：30 1人 8時間 - - - - - -

早番 7：00～16：00 2人 16時間 1人 8時間 1人 8時間 1人 8時間

遅番 9：30～18：30 1人 8時間 - - - - - -

早番 7：00～16：00 2人 16時間 1人 8時間 1人 8時間 1人 8時間

遅番 9：30～18：30 1人 8時間 - - - - - -

早番 7：00～16：00 1人 8時間 1人 8時間 1人 8時間 1人 8時間

遅番 9：30～18：30 1人 8時間 - - - - - -

※病棟の状況により、上記に関わらず人員の配置を変更する場合がある

配置人数 配置時間数 配置人数 配置時間数 配置人数 配置時間数 配置人数 配置時間数

早朝 6：00～9：30 1人 3.5時間 1人 3.5時間 - - - -

夜間 17：30～21：00 1人 3.5時間 - - - - - -

早朝 6：00～9：30 1人 3.5時間 1人 3.5時間 - - - -

夜間 17：30～21：00 1人 3.5時間 - - - - - -

早朝 6：00～9：30 1人 3.5時間 1人 3.5時間 - - - -

夜間 17：30～21：00 1人 3.5時間 - - - - - -

早朝 6：00～9：30 1人 3.5時間 - - - - - -

夜間 17：30～21：00 - - - - - - - -

※病棟の状況により、上記に関わらず人員の配置を変更する場合がある
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別記 

 

個人情報取扱特記事項 

 

 （基本的事項） 

第１ 乙は、個人情報（特定個人情報を含む。以下同じ。）の保護の重要性を認識し、

この契約に係る業務の実施に当たっては、行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律（平成25年法律第27号）及び栃木県個人情報保護条例

（平成13年栃木県条例第３号）その他の個人情報の保護に関する法令、条例及び規程

等を遵守し、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報の取扱いを適正に

行わなければならない。 

 （秘密の保持） 

第２ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報をみだりに他に漏らしては

ならない。この契約が終了し、又は解除された後においても、同様とする。 

 （従事者の監督等） 

第３ 乙は、個人情報を取り扱う従事者をあらかじめ指定し、当該従事者の役割及び当

該従事者が取り扱う個人情報の範囲を明確にしておかなければならない。 

２ 乙は、この契約による業務を処理するために取り扱う個人情報の適切な管理が図ら

れるよう、従事者に対して、必要かつ適切な監督を行わなければならない。 

３ 乙は、この契約による業務に従事している者に対して、在職中及び退職後において

もこの契約による業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当

な目的に使用してはならないことその他個人情報の保護に関して必要な事項を周知し

なければならない。 

 （収集の制限） 

第４ 乙は、この契約による業務を行うために個人情報を収集するときは、当該業務の

目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により行わなければなら

ない。 

 （目的外利用及び提供の禁止） 

第５ 乙は、甲の指示がある場合を除き、この契約による業務に関して知り得た個人情

報を契約の目的以外の目的のために利用し、又は甲の承諾なしに第三者に提供しては

ならない。 

 （適正管理） 

第６ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報の漏えい、滅失及び毀損の

防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

 （作業場所の特定等） 

第７ 乙は、この契約による業務を処理するために、甲から提供を受け、又は乙自らが

収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を取り扱うに当たっては、そ

の作業場所及び保管場所をあらかじめ特定し、甲の承諾なしにこれらの場所以外に持



ち出してはならない。 

 （複写又は複製の禁止） 

第８ 乙は、この契約による業務を処理するために甲から提供を受けた個人情報が記録

された資料等を、甲の承諾なしに複写し、又は複製してはならない。 

 （資料等の返還） 

第９ 乙は、この契約による業務を処理するために、甲から提供を受けた個人情報が記

録された資料等を、この契約完了後直ちに甲に返還するものとする。ただし、甲が別

に指示したときは、その指示した方法によるものとする。 

 （資料等の廃棄等） 

第10 乙は、この契約による業務を処理するために、乙自らが収集し、又は作成した個

人情報及び個人情報が記録された資料等を、この契約完了後直ちに、当該個人情報の

復元又は判読が不可能な方法により、当該情報を消去し、若しくは当該資料等を廃棄

し、又は甲に引き渡すものとする。ただし、甲が別に指示したときは、その指示した

方法によるものとする。 

 （再委託） 

第11 乙は、あらかじめ甲の書面による承諾を得た場合を除き、この契約による個人情

報を取り扱う事務については自ら行い、第三者にその取扱いを委託してはならない。 

２ 乙は、甲の承諾により第三者に個人情報を取り扱う事務を再委託する場合には、甲

が乙に対して求めた個人情報の保護のために必要な措置と同様の措置を当該第三者（

以下「再委託先」という。）に求めるものとする。 

３ 個人情報を取り扱う事務を再委託する場合において、乙は、再委託先にこの契約に

よる一切の義務を遵守させるとともに、甲に対して、当該個人情報を取り扱う事務に

関するすべての行為及びその結果に責任を負うものとする。 

４ 個人情報を取り扱う事務を再委託する場合において、乙は、乙及び再委託先がこの

個人情報取扱特記事項を遵守するために必要な事項並びに甲が指示する事項について

、再委託先と約定しなければならない。 

 （事故発生時における報告） 

第12 乙は、この契約による業務に関して、個人情報の漏えい、滅失又は毀損その他の

事故が発生し、又は発生するおそれのあることを知ったときは、速やかに甲に報告し

、甲の指示に従わなければならない。 

 （実地調査等） 

第13 甲は、必要があると認めるときは、乙がこの契約による業務を処理するために取

り扱っている個人情報の取扱状況について、随時、実地に調査し、又は乙に対して報

告を求めることができる。 

 （指示） 

第 14 甲は、乙がこの契約による業務を処理するために取り扱っている個人情報につい

て、その取扱いが不適当と認めるときは、乙に対して必要な指示を行うことができる 
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